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1 はじめに

統計学において最頻値は標本の分布の特徴を表すひとつの要約統計量であり，分布の非対称性や外れ値の影

響を受けにくい頑健なものとして知られている． 裾が厚い分布・歪度が大きい分布については，期待値よりも

最頻値が情報を持っていると考えられ，最頻値は期待値が捉えられない分布の構造を捉えうる．

ノンパラメトリック回帰分析においては，被説明変数 Y を説明変数 X で条件付けたときの mean function

および quantile function の統計的推測に関しての研究が多くなされてきたが，近年 [2]で modal function の

推定法が提案されている．[2] の方法はカーネル密度推定法に依存し，X の次元の増加に伴って推定のレート・

精度が大きく落ち，次元が 3 次元程度でも利用に制限があるため，何らかの方法で次元削減を行い，高次元

データに対応できるようにしたい．そこで本研究では，条件付き密度関数および最頻値を分位点回帰を経由し

て推定する方法を提案し，次元削減を図った．

2 モデル

一段階目で，分位点関数が密度関数の情報を有することに基づいて，分位点回帰を利用した条件付き密度関

数の推定量を構成する．(yτ = F−1
Y |X(τ), Q̂(·|x) は分位点関数 Q(·|x)の推定量，h = hn ↓ 0, n → ∞はバン

ド幅．)

f̂(yτ |x) :=
2h

Q̂(τ + h|x)− Q̂(τ − h|x)
(∗)

Y をX = xで条件付けたときの最頻値m(x)の推定量 m̂(x)は，(∗)に基づく条件付き密度関数の推定量を最
大化する点で定義される．

m̂(x) := argmax
yτ

f̂(yτ |x).

X の次元を pとすると，推定量が一致性を持つためには，[2]では nhp+5/ log n → ∞の条件が必要であるが，
提案法では nh2/ log n → ∞でよい．
さらに，本研究では高次元スパースな仮定 [1]の下で p = pn → ∞となる状況においても m̂(x)の一致推定

の条件を導出し，次元の増加が収束レートに与える悪影響の改善ができたことを理論的に確認した．
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